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表紙表紙表紙表紙ののののデザインコンセプトデザインコンセプトデザインコンセプトデザインコンセプト    

  「子供たちの夢が広がる街をイメージしました。」 

 この表紙は、「平岸高等学校デザインアートコース」（デザイン・美

術専門コース）の池畑有紗さん（１年生）が作成したものです。 

財
政
局
が
予
算
要
求
書
の
内
容
を

検
討
（
概
定
） 

市
長
が
予
算
要
求
書
の
内
容
を
検
討

（
査
定
）
し
、
予
算
案
が
決
定 

議
会
で
予
算
案
の
内
容
に
つ
い
て

審
議 

各
担
当
部
局
が
予
算
要
求
書
を
作

成 各
担
当
部
局
が
財
政
局
へ
予
算
要

求
書
を
送
付 

市
長
が
議
会
に
予
算
案
を
提
出 

予
算
が
議
会
で
議
決
さ
れ
て 

年

度
予
算
が
決
定 

123 

予
算
に
基
づ
い
て
市
が
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
実
施 

10 உ            1 உ   2 உ         3 உ    4 உ 

23 年度予算案 

市長記者発表 

 



 

 

 

 

私にとって二期目の任期中最後の予算となる、平成 23 年度の予算案がまとま

りましたので皆さんにご報告します。 

 

23 年度予算は、４月に市議会議員及び市長選挙を控えていることから、従来か

らの継続事業や例年実施している事務事業などにかかわる経費、義務的経費を中

心とした骨格予算として編成いたしました。 

しかしながら、社会情勢の変化が目まぐるしいことや、私の任期が６月まであ

ることなどから、新しい体制で編成される肉付予算が成立するまでの間、市政運

営に空白が生ずることがないよう、骨格予算であっても、子育てや高齢者・障が

い者福祉など、市民生活に密着した重要事項や早急な対応が求められる政策課題

についてはしっかりと予算に盛り込みました。 

 

一方、札幌市の財政状況は、近年、市税の減少や扶助費の増加により、財政運

営の弾力性や自由度を示す経常収支比率が平成 21 年度で 99.8％になるなど財政

基盤が急速に悪化しております。 

このため、予算編成にあたっては、引き続き、「伸ばすべきものは伸ばし、変

えるべきものは思い切って変える」という基本方針の下、市民評価（事業仕分け）

の結果を踏まえて、限られた経営資源で最大の事業効果を発揮するため、事務事

業の見直しや再構築に取り組みました。 

 

私が市長に就任してから７年半が経過し、この間、「自治基本条例」を定め、

市民自治によるまちづくりを進めてまいりました。その結果、これまでに 700 以

上ものまちづくり活動が生まれ、また、こうした活動を支援する基金に１億円以

上の寄付が集まったことなどからも、市民自治が着実にこのまちに息づいてきた

ことを実感しております。 

 

私は、全国一と評される札幌の魅力と誇り、豊かな生活環境を次世代へ引き継

いでいくという責務を、市民とともに考え、行動することで果たしてまいります

ので、市民一人一人の皆さんのご理解とご協力を心からお願い申し上げます。 

 

 

 

 

札幌市長 上 田 文 雄   

23 年度予算の編成にあたって 
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・ 当初予算については継続的な事務事業などに関する経費を中心とした骨格予

算として編成（肉付予算等の財源として地方交付税の計上を３０億円留保） 

 

・ 市政運営に空白が生じないよう、子どもや福祉などの分野における今日的な課

題に適切に対応するとともに、札幌の新たな魅力を高めるため、都市基盤の整

備に注力 

 

・ 地域経済の活性化や産業振興にかかる事業に間断なく取り組むとともに、昨

年度を上回る建設事業費を確保。また、その他の分野においても新たな雇用

機会の創出が見込まれる事業を意識して予算計上 
 

・ 現下の厳しい経済・雇用情勢への対応として、当初予算にあわせて国の経済

対策に呼応した補正予算を編成し、地域経済の活性化に資する事業を展開 

※子ども手当の地方負担分を減した後の金額 
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H22  ᙀദʖምểẝỪẶềࡇ࠰

 ኺฎὉᨽဇỆᣐॾ؏ע

 ᧈᢠਫửảࠊᜭ˟ᜭՃὉࠊ

ᭌʖምểẲềዻ 

 <参考>  

  札幌市一般歳出  ＋4.0％ 

 国家予算一般歳出 ＋1.2％ 

 地方財政計画    ＋0.5％ 

  地方一般歳出    ＋0.8％ 

ʖምᙹ 

ዻƷᎋƑƔƨ 

・ ３年連続で前年度予算を上回る規模 

 

・ 市税は対前年度３７億円増の２,７５４億円、地方交付税は全国総額の増を踏まえ

て 62 億円増の 969 億円（※）を計上 

 

・ 義務的な経費は対前年度１３５億円の増（扶助費 +221 億円、職員費 ▲37 億

円、公債費 ▲49 億円）、その他の事務事業にかかる経費で１００億円の増 

 

・ 特別会計・企業会計を加えた全会計では、対前年度３０１億円増の１兆４,１９９億

円を計上 

子ども手当の財源修正後 
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 ሊݣኺฎȷᨽဇ؏ע

 保育定員を大幅に拡大（１,３００人増） 
 新築 11 か所、増改築 6 か所、市立幼稚園跡施設を活用した認定こども園 2 か所 ほか 

 

放課後児童クラブの対象学年を拡大（小３→小４まで） 
 児童会館、ミニ児童会館及び民間児童育成会で実施 

 

子ども手当の支給額拡大（３歳未満 13,000→20,000 円/月） 

 

幼稚園、小中学校の特別支援教育を強化 

 幼稚園向け補助の拡充による要支援児受入園数の増（60→98 園） 

 学びのサポーターの配置校数増（230→260 校） 

 

ハローミュージアム事業を市内の全小学校に拡大 

 小学 5 年生を対象に芸術の森美術館等での体験学習を完全実施 
 

姉妹都市間の子どもの交流を促進 

 大田(ﾃｼﾞｮﾝ)広域市、ノボシビルスク市及び札幌市の子どもの交流 

 

○特別養護老人ホームや保育所の整備など、雇用創出効果の 

高い事業を積極的に計上 

 

○重点分野雇用創造事業などで１,１６０人の雇用を創出 
新卒・若年者を雇用して行う人材育成事業など、全 95 事業で総額 24 億円を計上 

 

○母子家庭自立支援給付の受給者を拡大（５１人→１１５人） 
看護師資格等を取得し、経済的自立を図ろうとする方を支援 

 

○『札幌みらい資金』の創設（融資枠１００億円） 
   札幌市経済の成長をけん引する「食」「環境」「観光」 

「健康・福祉」分野の中小企業を支援 

 

○総額７０５億円（対前年度３８億円増）の普通建設事業費を確保 
ᾀܭᙀദỆợỦЭ͂ẲửԃỜẺئӳ 

 H22ᾉ726 Εό → H23ᾉ749 Εόί3.2ήفὸ 
                H22    H23 <億円＞ 

新築 ・ 新設  445  →  458 (+ 3.0％) 
 ોሰȷો̲  222  →  247 (+11.1Ჟ)ف
合    計  667  →  705 (+ 5.7％) 

 
○企業誘致の推進 

ＩＴ・バイオ・コンテンツなど新産業関連企業や、 

ものづくり企業などを誘致（誘致想定 11 社） 

ᘍᛢ᫆ǁƷࣖݣ 

 ોሰો̲  34.3 → 55.0 Εό˰ࠊ

 ஊᚨ̬μࠊ

 ȷᧈݤԡ҄ሁ 10.1 → 23.9 

 ોሰ 32.6 → 41.0فఄܖɶݱ

 ો̲ሁ   16.2 → 19.5ఄܖ

ᑄᘺᙀ̲     2.6 →  6.2 

ᘑែ໊ૢͳ    4.1 →  6.0  

ƳƲŴોሰῒો̲ʙಅửࢍف 

Эࡇ࠰Ǜ 480 ʴ 

ɥׅỦفՃ 

ɲʙಅưኖᾃᾃʴỉᨽဇửоЈ 

子
ど
も
・子
育
て 

ɶݱ˖ಅᗡСࡇዮ᫇ưЭࡇ࠰Ǜ

ɥׅǔ 

ᾁ,ᾂᾁᾅΕόỉᗡửᄩ̬ 

H23 ࠰ 1  ưŴܭ

ᾃᾃΕόửᙀദᚘɥ 



    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別養護老人ホームの定員拡大(２１８人増) 
 広域型（定員 80 人） 2 か所、地域密着型（定員 29 人） 2 か所 

 

障がいのある方に対して消費者被害防止の取組を実施 

 福祉・消費者行政の関係機関が連携し、被害の発見と防止に対応 

 

元気ショップの拡充に合わせて販売体制を強化 

 売場の拡大に合わせて販売員を増強 

 

 

通年型カーリング場を建設 

 国際大会開催にも対応／平成 24 年夏のオープン予定 

 

『５００ｍ美術館』の常設化 

 地下鉄大通～ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ前駅間コンコースに 500ｍ美術館を常設化 

 

地下空間などの活用によるにぎわいづくり 

 札幌駅前通地下歩行空間におけるイベント開催、情報発信など 

 

円山動物園にアジア館を建設 

動物の生息環境を考慮した展示を実施 

ﾍﾟﾚｯﾄﾎﾞｲﾗｰ、雪冷房設備を設置し、地球環境にも配慮 
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○市債の発行額を元金償還額の範囲内にとどめて、後年次の負担増を回避 

 

         市 債   元金償還   残高見込 
一般会計   763      785      9,744 億円 

（全会計   1,047    1,422    18,119 億円） 
 
 

○市民生活への影響をできるだけ抑えつつ、事務事業の見直しを実施 
H20～22 年度に取り組んだ行財政改革プランの取組の方向性を踏襲 

市民評価（事業仕分け）における見直し視点などを踏まえて各事業を見直し 

｢中期財政見通し」H23 想定収支    ▲ 117 億円                 

市税・地方交付税等の増のよる収支好転   67 億円                         

事業費の変動等による収支悪化      ▲ 99 億円 「内部努力」         114 ( 1.2) 億円 

                                       「選択と集中」         5 

＜上の収支不足への対策＞        「ｻｰﾋﾞｽ水準の見直し」  3 ( 0.1) 

見直し効果             127 億円 「受益者負担の適正化」 1 

財政調整基金の支消     22 億円 「財産等の有効活用」  4 

 
※H23 年度末財政調整基金の残高見込  ８０億円 

＜H21 末：102 億円  H22 末見込 102 億円＞ 
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（事業仕分け）関連 



 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ　　　　予算予算予算予算のののの姿姿姿姿
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●特別会計
国民健康保険会計における被保険者数の増や介護保険会

計におけるサービス利用者数の増などにより、前年度比

4.1％増の3,235億円を計上

●企業会計
高速電車事業会計や下水道事業会計における企業債償還

●扶助費の増などにより、予算規模は3年連

続で拡大
生活保護費や子ども手当等の扶助費の増に加えて、骨格

予算であっても市政運営に空白が生じないよう各分野におけ
る今日的な課題に適切に対応したことにより、前年度比2.9％
増の8,464億円を計上

●財政調整基金を22億円取り崩し
財源不足への対処として、財政調整基金からの繰入を計上

102

80

（骨格+肉付）

－4－



306 307 281 297 332

181 169
264

485 431

763763763763782782782782

487487487487 476476476476

545545545545

76,01676,01676,01676,016
79,91879,91879,91879,918 79,21679,21679,21679,216

81,10381,10381,10381,103
78,51178,51178,51178,511

0

200

400

600

800

1,000

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

建設事業債等 臨時財政対策債 元金償還額

（億円）

760

799 792 811 785

1,2311,2311,2311,231

1,1311,1311,1311,131

684

606

379

340

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800 2,000 2,200 2,400 2,600

23年度

22年度

21年度

20年度

19年度

生活保護 児童福祉 障がい福祉 医療助成 その他

億円

億円

1,823(＋ 5.0％）

1,736(＋ 0.8％）

1,721(＋ 1.4％）

2,424(＋10.0％）

2,202(＋20.8％）

ৣ я ᝲ

主要公共 公共以外

19年度

20年度

21年度

22年度

23年度

補助 単独単独 補助交付金

133133133133138138138138 25510773

400 300 200   100    0      100  200    300
億円

693
[358/335]

692
[361/331]

690
[383/307]

667 ＋59 ＝ 726

705 ＋44 ＝749
[317/388]

合計
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●生活保護費が101億円増加
長引く景気低迷により、生活保護受給者が増大（33.2‰⇒36.7‰）

●子ども手当費が86億円増加
3歳未満の子どもへの手当支給額を引上げること等により児童福

121121121121132132132132 20814561

1定補正を
合わせて

୍ᡫᚨʙಅᝲ

+5.7％
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●後年次の負担増を回避
将来世代に過度の負担を残さないため、7年連

続で、市債発行額をその年度の元金償還額の範

●地域経済対策を重視
市営住宅の建設や学校の整備等、ストックマネジメ

ント重視の観点による市有建築物の修繕等の増に
より、当初予算比5.7％（38億円）増の705億円を確保

なお、主要公共事業（道路・街路・河川・公園）は、
骨格予算であっても、補助事業については見込める
ものを全額計上し、単独事業については肉付予算の
成立までの発注に支障が生じないよう、概ね対前年
度比80％を計上

●22年度に前倒して計上
23年第1回定例議会で、道路・街路などの主要公

共事業のほか、学校の耐震補強や改修など、合計
44億円を22年度補正予算として計上し、早期発注を
推進

1定補正を合わせた普通建設事業費全体では対前
年度比23億円増の749億円とし、厳しい地域経済に

億円

（骨格+肉付）
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ᆋࠊ ࡇ࠰Эݣ ὺ37Εόίὺ1.4ήὸ
景気低迷による所得の減により個人市民税は減少しますが、法人市民税等の増加に

より前年度予算から1.4％の増となりました。

ዮ᫇ Εό
対前年度 ＋235億円（＋2.9％）

1,175

763 繰入金 52億円
うち基金の取崩し（主なもの）
財政調整基金 22億円
敬老優待乗車証基金 11億円

財産収入 55億円

諸収入等

分担金負担金
使用料手数料

234

305

1,792

2,754

365

969

ʩ˄ᆋ૾ע ὺ62Εόίὺ6.8ήὸࡇ࠰Эݣ

交付税の振替措置である臨時財政対策債との合計では1,400億円となり、前年度予

算から0.6％の増となりました。なお、肉付予算に向けて30億円を留保しています。

ബ λ

ᢊૅЈ
ࡇ࠰Эݣ ▲5Εό ί▲1.5ήὸ

子ども手当に係る地方負担分の国庫支出金への振

替等により、前年度予算から1.5％の減となりました。

907

969

485

431

0 500 1,000 1,500

19決算

20決算

21決算

22予算

23予算

億円

交付税

臨時財政

対策債

平成

ཎ̊ʩ˄Ὁᢊʩ˄ሁ૾עᜯɨᆋὉ૾ע
ࡇ࠰Эݣ ▲23Εόί▲6.0ήὸ

地方譲与税や地方消費税交付金の減少等により、前年度予算から6.0％の減となり

ͺࠊ ࡇ࠰Эݣ ▲18Εόί▲2.3ήὸ

臨時財政対策債の減少等により、前年度予算から2.3％の減となり

ました。

Јૅࡉ ࡇ࠰Эݣ ὺ251Εόίὺ16.2ήὸ

生活保護や子ども手当、障害者自立支援といった扶助費の増加等により、前年度予

算から16.2％の増となりました。

ɟᑍ˟ᚘʖምỉಒᙲ

1,400

1,392

1,281

1,178

1,199

子ども手当の財源修正後
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ᎰՃᝲ ࡇ࠰Эݣ ▲37Εόί▲3.8ήὸ
手当の改定と退職者の減により、前年度予算から3.8％の減となりました。

ബ Ј

950

905

960

341

775

982

3,003

280

その他 112億円注）金額については億円未満を四捨五入して表示しているため、各項目の和と
総額とが一致しない場合があります。

ኺฎᝲ ࡇ࠰Эݣ ὺ16Εόίὺ1.7ήὸ

札幌みらい資金の創設や地域総合整備資金貸付の増加等により、前年度

πͺᝲ ࡇ࠰Эݣ ▲49Εόί▲4.9ήὸ
元金や利子の減少により、前年度予算から4.9％の減となりました。

ዮѦᝲ ࡇ࠰Эݣ ὺ7Εόίὺ2.4ήὸ

国勢調査費は皆減しますが、カーリング場建設や公共交通ＩＣカード導入推

進事業費の増加等により、前年度予算から2.4％の増となりました。

̬ͤᅦᅍᝲ ࡇ࠰Эݣ ὺ266Εόίὺ9.7ήὸ

生活保護や子ども手当、障害者自立支援といった扶助費の増加等により、前

年度予算から9.7％の増となりました。

Ꮛᝲ ࡇ࠰Эݣ ὺ20Εόίὺ6.3ήὸ

市立札幌大通高校整備費は皆減しますが、小・中学校増改築費等の増加

により、前年度予算から6.3％の増となりました。

ᜂૅЈ ࡇ࠰Эݣ ▲26Εόί▲2.8ήὸ

高速電車事業会計への繰出金や財産取得費の減少等により、前年度予算

から2.8％の減となりました。

ஙᝲם ࡇ࠰Эݣ ὺ30Εόίὺ4.0ήὸ

市営住宅の建設費や市有建築物の計画的な保全による事業費の増加等に

より、前年度予算から4.0％の増となりました。 156

ᝲؾ ࡇ࠰Эݣ ▲23Εόί▲12.8ήὸ

家庭ごみの減少等によるごみ収集費の減や篠路清掃工場の廃止等により、

前年度予算から12.8％の減となりました。
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